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さ
ら
に
、
昨
年
度
は
感
染

症
の
拡
大
に
よ
り
一
度
は
途

切
れ
て
い
た
「
シ
ア
ト
ル
海

外
研
修
」
を
再
開
し
ま
し

た
。
こ
の
度
は
、
二
十
四
名

の
生
徒
が
参
加
し
、
米
国
ワ

シ
ン
ト
ン
州
シ
ア
ト
ル
近
郊

の
イ
ー
ス
ト
レ
イ
ク
高
校
を

舞
台
に
、
十
日
間
の
英
語
漬

け
の
生
活
を
体
験
し
ま
し

た
。
研
修
期
間
中
、
体
調
を

崩
す
者
は
一
人
も
な
く
、
海

外
で
の
貴
重
な
経
験
を
お
土

産
に
、
全
員
無
事
に
帰
国
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
加

え
て
、
昨
年
度
はSSH
支
援

事
業
の
第
Ⅲ
期
中
間
評
価
の

年
に
当
た
り
、
三
月
末
に
は

本
校
を
含
む
対
象
校
四
十
六

校
の
評
価
が
公
表
さ
れ
ま
し

た
。
本
校
は
、
六
段
階
評
価

の
う
ち
、
上
か
ら
二
番
目
の

高
評
価
を
得
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
こ
れ
も
皆
さ
ま
方

の
ご
支
援
あ
っ
て
の
こ
と
と

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

学
校
長 

駒
田 

勝 

龍
野
高
校
で
三
度
目
の

春
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
学
校
長
の
駒
田 

勝
と
申
し
ま
す
。
こ
れ
ま
で

同
様
、
本
年
度
も
何
卒
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。 春

を
待
ち
き
れ
ず
に
咲

き
始
め
た
校
庭
の
桜
の
花

は
、
そ
の
後
は
先
を
競
う
よ

う
に
咲
き
誇
り
、
今
で
は
目

に
も
鮮
や
か
な
新
緑
の
若

葉
も
芽
き
始
め
て
い
ま
す
。 

四
月
八
日
に
は
、
第
八
十

一
回
入
学
式
を
挙
行
し
、
咲

き
誇
る
桜
の
花
に
出
迎
え

ら
れ
た
二
百
三
十
五
名
の

生
徒
が
本
校
に
入
学
を
し

ま
し
た
。 

当
日
は
、
多
数
の
ご
来
賓

の
皆
さ
ま
に
も
ご
臨
席
を
賜

り
ま
し
た
こ
と
、
改
め
て
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

ま
た
、
今
年
で
創
立
一
二

九
年
目
を
迎
え
る
本
校
は
、

県
立
龍
野
中
学
校
（
後
の
県

立
龍
野
南
高
等
学
校
）
と
、

県
立
龍
野
高
等
女
学
校
（
後

の
県
立
龍
野
北
高
等
学
校
）

の
２
校
が
統
合
し
開
校
し
た

県
内
有
数
の
伝
統
校
で
す
。

本
校
で
は
「
向
上
」「
友
愛
」

「
団
結
」
の
校
訓
の
も
と
、「

知
を
創
造
す
る
人
づ
く
り
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
、
一

つ
に
は
確
か
な
学
力
と
豊
か

な
感
性･

人
間
性
の
涵
養
に
努

め
、
他
者
へ
の
思
い
や
り
と

優
し
さ
を
も
つ
「
知･

徳･

体

」
の
調
和
の
と
れ
た
人
材
の

育
成
を
、
二
つ
に
は
将
来
の

国
家
や
国
際
社
会
に
貢
献
し

よ
う
と
す
る
高
い
志
を
持
つ

人
材
の
育
成
を
教
育
理
念
と

し
、
教
育
活
動
を
推
進
し
て

い
ま
す
。 
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で
多
く
の
先
輩
方
が
築
い
て

こ
ら
れ
た
歩
み
に
深
い
敬
意

を
抱
い
て
お
り
ま
す
。
そ
の

重
み
を
し
っ
か
り
受
け
止
め

つ
つ
、
来
年
の
百
三
十
周
年
、

そ
し
て
そ
の
先
へ
つ
な
が
る

新
た
な
一
歩
を
み
な
さ
ん
と

と
も
に
歩
ん
で
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。 

 

現
代
は
、
国
際
情
勢
の
不

安
定
化
や
グ
ロ
ー
バ
ル
化
、

IC
T

やA
I

等
の
技
術
革
新
な

ど
変
化
が
激
し
く
、
予
測
困

難
な
時
代
に
な
っ
て
い
ま

す
。
生
徒
一
人
一
人
が
、
自
ら

こ
う
い
う
自
分
に
な
り
た

い
、
こ
う
い
う
社
会
に
し
た

い
と
い
う
、
在
り
た
い
未
来

を
し
っ
か
り
と
描
き
、
主
体

的
に
他
者
と
協
働
・
共
創
し
、

そ
の
実
現
に
向
け
た
課
題
を

発
見
し
解
決
に
向
け
て
取
り

組
む
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と

が
必
要
で
は
な
い
か
と
考
え

て
い
ま
す
。 

こ
れ
ま
で
の
本
校
の
佳
き

校
風
や
伝
統
を
継
承
し
な
が

ら
、
新
し
い
時
代
の
教
育
を

切
り
拓
い
て
い
く
主
体
的
な

人
材
を
育
成
し
、
さ
ら
な
る

高
み
を
目
指
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。 

 

 

中
野
教
頭
先
生
よ
り 

着
任
の
ご
あ
い
さ
つ 

教
頭 

北
川 

潔 

四
月
一
日
付
で
、
県
立
太

子
高
等
学
校
か
ら
着
任
い
た

し
ま
し
た
、
北
川 

潔
と
申

し
ま
す
。
か
つ
て
本
校
で

は
、
七
十
一
回
生
の
担
任
と

し
て
三
年
間
、
七
十
四
回
生

の
副
主
任
と
し
て
三
年
間
、

計
六
年
間
勤
務
し
、
多
く
の

学
び
と
経
験
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
今
回
、
再
び
龍
野
高

校
に
戻
っ
て
く
る
こ
と
が
で

き
た
こ
と
に
、
深
い
ご
縁
を

感
じ
て
お
り
ま
す
。 

本
校
で
過
ご
し
た
六
年
間

は
、
私
に
と
っ
て
教
師
と
し

て
の
基
盤
を
形
づ
く
っ
た
大

切
な
時
間
で
し
た
。
米
国
ワ

シ
ン
ト
ン
州
で
の
語
学
研
修

や
台
湾
サ
イ
エ
ン
ス
プ
ロ
グ

ラ
ム
で
の
学
術
交
流
、
総
合

自
然
科
学
科
の
課
題
研
究
、

普
通
科
の
探
究
活
動
な
ど
、 

な
お
、
本
年
度
は
令
和
九

年
度
の
次
期
申
請
に
向
け
、

事
業
内
容
の
検
討
を
行
い
、

探
究
活
動
の
一
層
の
充
実
・

深
化
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。 

結
び
に
あ
た
り
、
本
校
教

育
へ
の
、
引
き
続
き
の
ご
理

解
と
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す 

駒 

田 
校 
長 

先 

生 

よ 

り 

ご 

あ 

い 

さ 

つ 

教
頭 

中
野 

亮
一 

こ
の
四
月
よ
り
姫
路
飾
西

高
等
学
校
か
ら
着
任
し
ま
し

た
中
野
と
申
し
ま
す
。
伝
統

あ
る
本
校
に
ご
縁
を
い
た
だ

き
、
心
よ
り
光
栄
に
存
じ
ま

す
。 本

校
は
創
立
百
二
十
九
年

を
迎
え
る
歴
史
と
伝
統
を
誇

る
学
び
舎
で
あ
り
、
こ
れ
ま 

北
川
教
頭
先
生
よ
り 

着
任
の
ご
あ
い
さ
つ 

tel:(0791)
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令
和
８
年
４
月
８
日
、

第
81
回
龍
野
高
校
の
入
学

式
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。 

担
任
の
呼
名
に
続
き
学

校
長
か
ら
新
入
生
235
名
が

本
校
へ
の
入
学
を
許
可
さ

れ
、
新
入
生
の
代
表
生
徒

は
力
強
く
宣
誓
し
ま
し

た
。 学

校
長
の
式
辞
の
の

ち
、
た
つ
の
市
長
、
育
友
会

（P
T
A

）
会
長
の
両
名
か
ら

代
表
で
ご
祝
辞
を
賜
り
ま

し
た
。 

式
の
最
後
に
は
本
校
生

徒
会
役
員
が
新
入
生
に
向

け
て
校
歌
を
披
露
し
ま
し

た
。 81

回
生
の
こ
れ
か
ら
の

活
躍
を
期
待
し
て
い
ま

す
。 

令
和
８
年
度
の
離
任
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。 

成
田
明
弘
前
教
頭
先
生
を

は
じ
め
、
８
名
の
先
生
方
か

ら
本
校
で
の
思
い
出
や
、
熱

い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
そ
の
後
、
生
徒
会
長

か
ら
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
、

生
徒
会
執
行
部
の
生
徒
が
先

生
方
に
花
束
を
お
渡
し
し
ま

し
た
。 

本
校
の
豊
か
な
教
育
活
動
を

通
し
て
、
生
徒
が
主
体
的
に
学

び
、
成
長
し
て
い
く
姿
に
触
れ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
一
二

〇
周
年
記
念
式
典
の
際
に
は
、

参
加
い
た
だ
い
た
台
湾
姉
妹

校
の
先
生
方
に
、
近
隣
地
域
を

ご
案
内
し
た
こ
と
も
、
懐
か
し

く
思
い
出
さ
れ
ま
す
。 

着
任
し
て
か
ら
の
数
週
間
、

校
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
に

お
い
て
、
「
龍
高
生
」
の
素
晴

ら
し
さ
を
改
め
て
実
感
し
て

お
り
ま
す
。
私
が
以
前
か
ら
抱

い
て
い
た
「
勤
勉
・
誠
実
・
素

直
」
と
い
う
印
象
は
、
今
も
変

わ
る
こ
と
な
く
、
学
校
の
い
た

る
と
こ
ろ
で
見
ら
れ
ま
す
。
特

に
、
生
徒
会
に
よ
る
入
学
式
で

の
校
歌
披
露
は
、
新
入
生
へ
の

温
か
な
ま
な
ざ
し
と
、
伝
統
を

大
切
に
す
る
心
が
伝
わ
り
、
胸

が
熱
く
な
る
瞬
間
で
し
た
。
受

け
継
が
れ
て
き
た
伝
統
は
、

日
々
の
教
育
活
動
の
中
に
あ

り
、
「
龍
高
生
」
の
人
と
な
り

を
育
て
て
い
る
こ
と
を
感
じ
、

改
め
て
そ
の
伝
統
の
重
み
と

深
さ
に
感
じ
入
り
ま
し
た
。 

現
代
は
「
先
行
き
不
透
明
で

予
測
困
難
な
時
代
」
、
い
わ
ゆ

る
「V

U
CA

」
の
時
代
と
言
わ
れ 

ま
す
。
社
会
の
変
化
が
激
し
い

中
で
、
こ
れ
か
ら
の
教
育
に

は
、
予
測
さ
れ
る
課
題
に
対
応

す
る
力
と
、
予
測
で
き
な
い
未

来
に
向
け
て
自
ら
道
を
切
り

拓
く
力
の
双
方
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
本
校
の
ス
ロ
ー
ガ

ン
で
あ
る
「
知
を
創
造
す
る
人

づ
く
り
」
は
、
ま
さ
に
こ
の
時

代
に
必
要
な
力
を
育
む
理
念

で
す
。 

生
徒
一
人
ひ
と
り
が
安
心

し
て
学
び
、
挑
戦
し
、
自
ら
の

未
来
を
描
け
る
学
校
づ
く
り

に
、
教
頭
と
し
て
力
を
尽
く
し

て
ま
い
り
ま
す
。
地
域
や
保
護

者
の
皆
さ
ま
と
も
連
携
し
、
龍

野
高
校
が
こ
れ
か
ら
も
地
域

に
開
か
れ
、
信
頼
さ
れ
る
学
校

で
あ
り
続
け
ら
れ
る
よ
う
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。 

結
び
に
あ
た
り
、
今
後
と

も
、
本
校
の
教
育
活
動
へ
の
ご

理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
ま
す

よ
う
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。 

「羽ばたけ、龍高生応援プロジェクト ～ ふるさと納税制度を活用した学校応援 ～ 」 

本プロジェクトは、兵庫県が実施しているふるさとひょうご寄附金事業の一つに位置づけられたふるさと

納税制度を活用した事業です。本校では文武両道を謳い、生徒は学業にも部活動にも一生懸命に取り組んで

います。 

同窓会や保護者の皆さま、地域住民の皆さまのほか、本校への縁の有無に関わらず、学校教育の 

充実に関心をお持ちで、本事業にご協力いただける方のご支援をお待ちしております。 

なお、令和７年度事業報告を HP に掲載しておりますので、ご覧いただければ幸いです。 

 

第
81
回
入
学
式 

 

令
和
８
年
４
月
８
日
、
度

着
任
式
・
始
業
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
本
年
度
は
９
名
の

職
員
が
新
た
に
着
任
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
令
和
５
年
度
よ

り
タ
イ
の
バ
ン
コ
ク
日
本
人

学
校
で
勤
務
を
さ
れ
て
い
た

芦
田 

学
先
生
も
本
年
度
よ

り
復
職
さ
れ
ま
し
た
。 

離
任
式 

着
任
式
・
始
業
式 

職
員
異
動 

離
任
者
（
転
出
先
） 

 

成
田 

明
弘
（
警
察
学
校
） 

 

谷 
 

栄
二
（
播
磨
福
崎
） 

 

山
内 

久
也
（
退 

職
） 

 

畔
田 

豊
年
（
退 

職
） 

 

中
西 

裕
哉
（
太 

子
） 

 

柳 
 

世
也
（
姫
路
飾
西
） 

 

平
見 

隆
成
（
加
古
川
西
） 

 

堀
江 

玲
那
（
姫
路
飾
西
） 

 

岩
永 

梨
沙
（
退 

職
） 

 

釣 
 

恭
也
（
姫
路
商
業
） 

 

米
田 

由
美
（
太 

子
） 

 

転
入
者
（
前
任
校
） 

 

中
野 

亮
一
（
姫
路
飾
西
） 

 

北
川 

 

潔
（
太 

子
） 

 

松
本 

佳
崇
（
播
磨
福
崎
） 

 

西
江 

昌
樹
（
姫
路
東
） 

 

遠
藤 

充
輝
（
姫
路
飾
西
） 

 

市
川 

由
夏
（
香 

住
） 

 

矢
島 

颯
人
（
新
採
用
） 

 

平
田 

 

雅
（
姫
路
別
所
） 

 

泉
田 

寿
美
（
姫
路
飾
西
） 

詳細は QR から 


